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論文の内容の要旨 































全入院回数は、観察期間 1年あたり中央値で 2.0回であり、そのうち 1.2回は緊急入院であった。一方、定
期的レスパイト入院を実施している重症児（8人）では、観察期間 1年あたり中央値で 4.4回入院し、緊急入
院は 1.0回であった。 







であった。主介護者の 9割弱が母親であり、K6 5点以上の人は 44.4％に認めた。単変量解析（カイ二乗検
定）で低い精神定期健康度と有意な関連を認めたのは、児が通院している、介護者が母親である・症状が
ある・通院している・活動制限がある・ソーシャルサポートが乏しい、であった。多変量解析（ロジスティック回
帰分析）では、低い精神的健康度と有意な関連を認めたのは、介護者に症状がある（Odds ratio (OR), 95% 
Confidence Interval (CI): 3.26, 1.97-5.39）、介護者に活動制限がある（OR, 95%CI: 2.95, 1.38-6.32）、ソ
ーシャルサポートが乏しい（OR, 95%CI: 9.31, 1.85-46.8）、三世代世帯である（OR, 95%CI: 0.49, 






























平成 28年 1月 13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
